
2
0
1
7
年
夏
か
ら
検
討
が
始

ま
っ
た
「
第
5
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
」
の
姿
が
よ
う
や
く
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

（
通
称
「
エ
ネ
基
」）
は
、
02
年

の
公
布
・
施
行
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
基
本
法
（
02
年
（
平
成
14

年
）
公
布
・
施
行
）
に
基
づ
き
策

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
に
関
し
て
総
合
的
に

講
ず
べ
き
施
策
等
に
つ
い
て
、
関

係
行
政
機
関
の
長
や
総
合
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
意
見
を
聴
い

て
、
経
済
産
業
大
臣
が
案
を
策
定

し
、
閣
議
決
定
す
る
」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法

で
は
、
少
な
く
と
も
3
年
ご
と
に

計
画
を
見
直
す
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
第
1
次
（
03
年
〜
）、
第
2

次
（
07
年
〜
）、
第
3
次
（
10
年

〜
）、
第
4
次
（
14
年
〜
）
と
こ

れ
ま
で
に
4
度
策
定
さ
れ
て
き

た
。
そ
し
て
現
在
、
第
5
次
の
計

画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

現
行
計
画
（
第
4
次
エ
ネ
基
）

で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
基
本

的
視
点
と
し
て
の
「
3
Ｅ
＋
Ｓ
」

（
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ

ｉ
ｔ
ｙ
、
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ

Ｅ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
、
Ｅ
ｎ

ｖ
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
、
Ｓ
ａ
ｆ

ｅ
ｔ
ｙ
）
を
継
承
し
つ
つ
、
新
た

に
「
国
際
的
視
点
」
と
「
経
済
成

長
」
が
新
た
な
視
点
と
し
て
追
加

さ
れ
た
。
特
に
経
済
成
長
に
重
点

が
置
か
れ
た
計
画
と
な
っ
て
お

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
改
革

（
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
事
業
法

の
三
法
一
体
改
革
）
を
着
実
に
実

施
し
、
燃
料
種
ご
と
の
縦
割
な
業

界
構
造
を
変
革
（
�
市
場
の
垣
根

を
撤
廃
）
し
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
場
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
経
済

成
長
の
起
爆
剤
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
市
場
の
活
性
化
を
図
る
姿
勢
が

明
記
さ
れ
た
。

ま
た
、
電
力
需
要
の
大
幅
な
成

長
は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
考
慮
し
、
新
た

に
需
要
家
が
参
画
・
選
択
す
る
こ

と
で
供
給
力
に
変
え
る
「
ネ
ガ
ワ

ッ
ト
」
市
場
の
創
設
が
盛
り
込
ま

れ
た
点
も
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
後

の
政
策
の
動
向
は
、
本
欄
の
既
報

の
通
り
で
あ
る
が
、
制
度
改
革
は

着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、

第
4
次
エ
ネ
基
は
、
当
初
の
計
画

通
り
の
成
果
を
得
て
い
る
と
言
え

る
。

第
5
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
の

検
討
に
当
た
っ
て

は
、
50
年
の
パ
リ

協
定
国
際
公
約

（
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
▲
80
％
）
を

見
据
え
つ
つ
も
、

30
年
の
長
期
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

目
標
（
非
化
石
電

源
比
率
44
％
）
を

達
成
す
る
た
め
に

は
課
題
が
山
積
し

て
い
る
状
況
を
認

識
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
ミ
ッ
ク
ス
目
標

達
成
の
た
め
の
現

実
的
な
対
応
を
進

め
て
い
く
と
い

う
、
実
現
性
重
視

の
対
応
が
検
討
さ

れ
て
き
た
。
そ
し

て
、
第
4
次
エ
ネ

基
か
ら
の
大
き
な

環
境
変
化
の
一
つ

と
し
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

著
し
い
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
挙
げ
、
第

5
次
エ
ネ
基
で
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
「
主
力
電

源
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
見
通

し
だ
。
そ
の
上

で
、「
主
力
電
源

化
」
を
図
る
た
め

に
、
①
発
電
コ
ス

ト
低
減
②
事
業
環

境
改
善
（
規
制
の

リ
バ
ラ
ン
ス
）
③

系
統
制
約
解
消

（
新
・
系
統
利
用
ル
ー
ル
創
設
―

日
本
版
コ
ネ
ク
ト
＆
マ
ネ
ー
ジ
な

ど
）、
④
調
整
力
を
確
保
に
代
表

さ
れ
る
政
策
を
実
施
し
て
い
く
見

通
し
で
あ
る
。

09
年
の
余
剰
電
力
買
取
制
度
、

12
年
の
固
定
買
取
制
度
を
経
て
大

き
く
拡
大
し
て
き
た
再
エ
ネ
市
場

は
、
第
5
次
エ
ネ
基
計
画
期
間
に

お
い
て
、
従
来
の
変
動
電
源
の
位

置
づ
け
か
ら
主
力
電
源
へ
、
そ
し

て
自
家
消
費
等
も
含
め
た
自
立
電

源
へ
と
位
置
づ
け
が
移
り
変
わ
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。

（
次
回
は
5
月
28
日
付
に
掲
載

し
ま
す
）

だん の こういちろう
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姿が見え始めた第５次エネルギー基本計画


